
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やる気を出す・なかまを大切にする・元気な子へ 令和３年５．１発行  文責 杉田美恵 

           あっという間に桜の季節が終わり、木々の若葉がまぶしい季節にな

りました。ゴールデンウィークを目前に控えていますが、ワクチン接種

も始まったばかりで、新型コロナウィルス感染症もまだまだ収束する

気配は感じられません。このような中、保護者の皆様におかれては、子

どもたちや家族の感染リスク、安全安心な生活の継続に不安を抱いて 

いる方も多いと思います。全国的にも４月２５日から５月１１日まで東京・大阪・京都・兵庫 

に３回目となる緊急事態宣言が発出され、また愛媛・埼玉・千葉・宮城・神奈川・愛知・沖縄 

の７県がまん延防止措置の対象となりました。天理市でも３月下旬以来、感染者が急増し、天 

理市独自の緊急拡大警戒警報が発出されました。そのような中、本校でも先日初めての臨時 

休業措置を行いました。しかしながら、昨年度と大きく異なることは、２年生から６年生に 

おいては、ご家庭での学習が継続できるよう meet で授業を行ったり、たとえ休んでいても 

友達と双方向でお話をしたり授業に参加したりすることが可能となったことです。 

３日間の休業中も画面上ではありますが、子どもたちの元気な顔を見ることができて、改めて 

天理市における迅速な ICT の環境整備をありがたく思いました。 

ところで、５月５日は｢こどもの日｣です。『柱の傷はおととしの・・・』で始まる『背くら

べ』という歌があります。どの時代でも、子どもの成長を願う家族の気持ちは変わらないもの

だということを感じさせる歌です。皆さんにもあなたの成長を楽しみにしている人がいます。

毎日一緒に暮らしている人、学校で共に学び合う仲間、遠く離れているけれど心がつながって

いる人、様々な人が思い浮かぶと思います。このような大切な人を守るために、｢三密を避け

る｣｢マスク着用｣｢手洗い｣｢不要不急の外出を控える｣など新しい生活様式を実践しましょう。 

 

 月に１～２回の設定で、児童や保護者の方の相談に対

応しています。相談を希望される場合は、学校（相談事

業担当：寺脇）までご連絡ください。相談時間は５０分

間です。 

カウンセラー：山内久美（臨床心理士） 

   日 程：５月２５日(火) 12:00～18:00 

       ６月２２日（火）７月１３日（火） 

スクールソーシャルワーカー：佐藤広子 

       （社会福祉士、精神保健福祉士） 

   日 程：５月１７日(月)13:00～18:00 

 

 【meetでみんなと会えました】 

  【休業中 meetで授業をしました】 


